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一
　

は
じ
め
に

南
野
皇
大
神
社

（山
形
県
東
田
川
郡
庄
内
町
南
野
）
で
は
、
平
成

二
十
六
年
八
月
十
七
日
に
同
地
区
開
村
四
百
年
祭
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
平
素
よ
り
損
傷
の
激
し
か

っ
た
同
神
社
神
門
の
修
復
事
業
に
着

手
、
平
成
二
十
四
年
に
こ
れ
を
完
了
し
た
。

と
こ
ろ
が
同
事
業
を
進
め
る
な
か
で
、
神
門
内
か
ら
建
立
当
初
に

安
置
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る

一
対
の
板
彫
の
仁
王
像
の
部
材
が
発

見
さ
れ
、
大
ま
か
な
像
容
を
把
握
で
き
る
だ
け
の
部
位
が
残

っ
て
い

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

四
百
年
祭
実
行
委
員
会
で
は
同
像
の
積
極
的
な
保
存
も
視
野
に
、

専
門
家
に
よ
る
状
態
調
査
を
行
う
こ
と
を
決
定
、
平
成
二
十
四
年
十

二
月
六
日
に
現
地
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。

本
論
で
は
、
こ
の
非
常
に
珍
し
い
板
彫
仁
王
像
に
つ
い
て
概
要
を

紹
介
し
、
所
蔵

・
管
理
す
る
南
野
皇
大
神
社
の
来
歴
を
踏
ま
え
、
本

像
の
位
置
づ
け
を
試
み
る
。

一
一　
本
像
の
概
要

○
阿
形
像

（形
状
）
上
半
身
裸
形
に
あ
ら
わ
し
、
下
半
身
は
裾
を
つ
け
、
左
に
腰

を
ひ
ね
っ
て
立
つ
。
双
書
を
結
い
、
唄
目
。
開
口
し
て
上
歯
を
見
せ

る
。
左
耳
を
見
せ
る
。
左
腕
屈
腎
し
て
左
腰
脇
で
宝
棒
を
執
る
。
右

掌
は
開
く
。
胸
部
中
心
よ
り

「人
」
の
字
型
に
腹
部
上
部
を
通
っ
て

細
か
く
肉
瘤
を
あ
ら
わ
す
。
天
衣
を
両
腰
か
ら
両
肩
に
か
け
て
つ
け

る
。
循
は
腰
部
で
折
り
返
し
、
先
を
右
方
向
に
た
な
び
か
せ
る
。
両

足
を
開
い
て
立
つ
。



（品
質
構
造
）
木
造
。
寄
木
造
。　
一
部
彩
色
。
基
本
的
に
厚
み
四
セ
ン

チ
程
度
の
板
材
か
ら
薄
肉
に
彫
出
す
る
。
頭
体
幹
部
を
通
じ
足
柄
に

至
る
ま
で
、
二
つ
の
板
材
を
左
右
に
矧

い
で
つ
く
り
、
面
部
、
書
、

腹
部
に
各
々
板
材
を
矧
ぎ
重
ね
る
。
面
部
材
眼
部
を
割
り
抜
く
。
眼

部
裏
に
当
て
木
を
施
す
。
左
腕
は
肩
か
ら
甲
ま
で

一
材
で
彫
出
し
、

五
指
、
宝
棒
を
別
材
で
つ
く
る
。
右
掌
は

一
材
、
第

一
指
を
別
材
で

つ
く
る
。
右
方
に
た
な
び
い
た
裾
先
、
右
足
先

（足
柄

一
部
含
む
）

を
そ
れ
ぞ
れ
別
材
に
て
矧
ぎ
寄
せ
る
。
天
衣
を
数
材

　

一■
一

・

矧
ぎ
寄
せ
て
つ
く
り
、
両
腰
背
面
お
よ
び
両
肩
正
面
　
　
・●

・

に
打
ち
付
け
る
。

（法
量
）

像
　
一昌

（柄
含
む
）

一
一
八
七

・
三
　
　
　
　
　
　
　
日

最
大
幅

（左
肘
～
右
祐
先
）

一
九
六

・
五

最
大
厚

¨
八

・
五

柄

長

¨
九

・
七

柄

幅

一
一
〇

・
二

※
単
位
は
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

○
咋
形
像

（形
状
）
上
半
身
裸
形
に
あ
ら
わ
し
、
下
半
身
は
裾
を
つ
け
、
右
に
腰

を
ひ
ね

っ
て
立
つ
。
双
醤
を
結
い
、
瞑
目
。
閉
口
。
右
耳
を
見
せ
る
。

左
腕
屈
臀
し
て
左
腰
脇
で
金
剛
杵
を
執
る
。
右
腕
屈
臀
し
て
右
腰
付

近
に
寄
せ
る
。
胸
部
中
心
よ
り

「
人
」
の
字
型
に
腹
部
上
部
を
通

っ

て
細
か
く
肉
瘤
を
あ
ら
わ
す
。
裾
は
腰
部
で
折
り
返
し
、
先
を
左
方

向
に
た
な
び
か
せ
る
。
両
足
を
開
い
て
立
つ
。

（品
質
構
造
）
木
造
。
寄
木
造
。　
一
部
彩
色
。
基
本
的

に
厚
み
四
セ
ン
チ
程
度
の
板
材
か
ら
薄
肉
に
彫
出
す

る
。
頭
体
幹
部
を
通
じ
足
柄
に
至
る
ま
で
、
二
つ
の

板
材
を
左
右
に
矧

い
で
つ
く
り
、
面
部
、
腹
部
に

各
々
板
材
を
矧
ぎ
重
ね
る
。
面
部
材
眼
部
を
到
り
抜

く
。
眼
部
裏
に
当
て
木
を
施
す
。
左
腕
は
付
け
根
に

マ
チ
材
を
挟
ん
で
、
一肩
か
ら
甲
ま
で

一
材
で
彫
出
し
、

五
指
、
宝
棒
を
別
材
で
つ
く
る
。
右
腕
は
上
膊
と
前

膊
そ
れ
ぞ
れ
を
横
木
に
て
つ
く
り
肘
で
矧
ぎ
寄
せ
る
。

左
方
に
た
な
び
い
た
裾
先
、
両
足
先
を
そ
れ
ぞ
れ
別

材
に
て
矧
ぎ
寄
せ
る
。

（墨
書
銘
）
像
背
面
に
左
記
の
墨
書
銘
。

天
保
拾
弐
年
□
□
十
二
月
廿
五
日
出
来

営
村
志
願
主
小
林
伊
右
衛
門

奉
納
　
　
庄
内
松
山
□
領
分
八
色
木
村
細
工
人

後
藤
正
吉
造
之

天
保
拾
参
年
寅
五
月
十

一
日
移
之

※
□
は
不
明
文
字

⑮

燎

麟

ビ

颯幕

（法
量
）

像
　
一昌

（柄
含
む
）

一
一
八
五

・
二

最
大
幅

（右
腰
～
左
裾
先
）

¨
八
九

・
五

最
大
厚

一
六

・
五

柄
　
長

¨
一
〇

・
三

柄

幅

入

・
ｏ

※
単
位
は
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

”
「
メ

■
曹
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（墨
書
銘
）
像
背
面
に
左
記
の
墨
書
銘
。

天
保
拾
弐
年
辛
・
十
二
月
廿
五
日
出
来

営
村
志
願
□

奉
納
　
　
　
　
　
　
　
小
林
伊
右
衛
門

天
保
拾
三
年
乙
寅
五
月
十

一
日
移
之

庄
内
松
山
□
領
分
八
色
木
村
細
工
人

後
藤
正
吉
造
之

※
□
は
不
明
文
字

〓
一　
所
　
見

○
制
作
時
期
、
制
作
者

背
面
墨
書
銘
か
ら
、
天
保
十
二
年

（
一
八
四

一
）
に
庄
内
松
山
領

八
色
木
村
の
細
工
人
後
藤
正
吉
に
よ

っ
て
造
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が

分
か
る
。
八
色
木
村
は
皇
大
神
社
か
ら
西
南
に
約
五
キ
ロ
程
度
の
近

接
地
に
あ
り
、
後
藤
正
吉
に
つ
い
て
は
本
作
を
見
る
限
り
高
度
な
彫

刻
技
法
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
も
の
の
、
他
作
例
、
資
料
な

ど
が
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
詳
細
明
ら
か
で
は
な
い
。
「細
工
人
」
を
名

る
通
形
の
手
制
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
。
本
像
と
同
様
の
手

制
は
、
現
存
作
例
で
は
阿
形
像
に
お
い
て
左
右
を
逆
に
す
る
も
の
の
、

奈
良
県
東
大
寺
南
大
門
金
剛
力
士
像
、
京
都
府
万
寿
寺
仁
王
像
、
三

重
県
府
南
寺
仁
王
像
で
確
認
さ
れ
る
程
度
で
あ
る
。
制
作
者
の
造
仏

典
拠
と
い
う
点
に
お
い
て
非
常
に
興
味
深
い
。

○
価
　
値

（希
少
性
）

本
像
の
よ
う
に
板
材
か
ら
浮
彫
状
に
あ
ら
わ
す
い
わ
ゆ
る
板
彫
作

例
は
極
め
て
稀
少
で
あ
る
。
古
い
も
の
で
は
奈
良
県
興
福
寺
板
彫
十

二
神
将

（平
安
時
代
、
八
八

・
九
～

一
〇
〇

・
三

ｃｍ
、
国
宝
）
、
京
都

府
神
護
寺
板
彫
弘
法
大
師
像

（正
安
四
年

［
一
三
〇
六
］
、　
〓
壬
ハ
・

七

ｃｍ
、
国
指
定
重
要
文
化
財
）
、
高
知
県
金
剛
頂
寺
真
言
八
祖
像

（嘉

暦
二
年

［
一
三
二
七
］
、
八
五

・
五
～
八
八

・
六

ｃｍ
、
国
指
定
重
要
文

化
財
）
が
確
認
さ
れ
る
程
度
で
あ
る
。
近
世
以
降
、
特
に
仁
王
像
の

造
像
例
は
本
像
の
他
に
高
知
県
津
照
寺
金
剛
力
士
立
像

（江
戸
時
代
、

一
〇
〇

・
五

ｃｍ
）
が
確
認
さ
れ
る
に
と
ど
ま
る
。

（特
異
性
）

安
置
方
式
に
明
ら
か
な
差
異
が
見
ら
れ
る
。
他
作
例
が
他
像
の
台

乗
る
こ
と
か
ら
、
造
仏
活
動
よ
り
寺
社
建
築
の
向
拝
や
欄
間
な
ど
を

本
職
と
す
る
職
人
で
は
な
か

っ
た
か
と
推
測
す
る
。
な
お
、
同
神
社

観
音
堂
蔵

「赤
石
山
」
一扁
額
背
面
銘
に

「細
工
人
廿
六
木
村
住
佐
藤

幸
助
造
」
と
の
記
載
が
あ
り
、
当
時
当
地
域
で
は
、
こ
う
し
た
建
物

に
付
随
す
る
細
々
と
し
た
造
作
物
を
制
作
す
る
職
業
と
し
て

「
細
工

人
」
と
い
う
呼
称
が
用
い
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

○
形
状
的
特
徴

形
状
に
つ
い
て
は
全
体
に
素
朴
な
が
ら
、
立
体
感
の
表
出
に
高
度

な
表
現
を
見
せ
る
。
五
指
が
重
な
り
合
う
箇
所
な
ど
は
上
下
左
右
に

形
を
逃
が
し
、
限
ら
れ
た
空
間
か
ら
可
能
な
限
り
立
体
感
を
表
現
す

る
な
ど
細
部
に
細
や
か
な
心
配
り
を
見
せ
る

一
方
、
面
部
や
腹
部
な

ど
適
所
に
板
材
を
矧
ぎ
重
ね
、
お
も
む
ろ
に
立
体
と
し
て
表
現
す
る

大
胆
さ
が
見
て
取
れ
る
。

ま
た
、
阿
形
像
が
右
手
を
腰
脇
に
構
え
て
宝
棒
を
垂
直
に
立
て
、

咋
形
像
が
同
位
置
で
金
剛
杵
を
握

っ
て
か
か
え
る
手
制
も
特
徴
的
で

あ
る
。
本
像
の
制
作
さ
れ
た
時
期
の
仁
王
は
、
阿
形
像
は
振
り
上
げ

た
左
手
に
金
剛
杵
を
執

っ
て
右
手
を
下
げ
、
咋
形
像
は
両
腕
を
屈
腎

し
て
正
面
に
向
け
左
手
は
五
指
を
開
き
右
手
は
作
拳
す
る
、
い
わ
ゆ

座
や
壁
面
に
貼
り
付
け
る
、
い
わ
ば
装
飾
的
も
し
く
は
補
助
的
な
も

の
で
あ
る

一
方
、
本
像
は
足
裏
か
ら
伸
ば
し
た
柄
を
台
座
上
面
の
柄

孔
に
挿
し
て
自
立
す
る
と
い
う
主
体
的
な
性
格
を
有
す
る
。
板
彫
作

例
の
中
で
も
特
異
な
性
質
を
も

つ
点
で
興
味
深
い
。
ま
た
、
他
作
例

に
比
べ
て
際
立

っ
て
大
き
く
つ
く
る
こ
と
も
本
像
の
特
徴
で
あ
る
。

四
　
南
野
皇
大
神
社
に
つ
い
て

皇
大
神
社
の
創
立
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
お
そ
ら
く

南
野
村
開
発
の
頃
に
遡
る
と
み
い
れ
て
い
る
。
元
々
当
村
は
明
石
村

と
称
し
、
現
在
地
よ
り
北
方
の
最
上
川
沿
岸
部
に
在
し
て
い
た
が
、

元
和
元
年

（
一
六

一
五
）
よ
り
水
利
に
優
れ
る
現
在
地
に
移
り
、
以

来
開
墾
に
従
事
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

境
内
が
整
備
さ
れ
始
め
た
の
は
元
禄
十
五
年

（
一
七
〇

一
）
に
観

音
堂
が
創
建
さ
れ
た
頃
か
ら
で
、
そ
れ
か
の

「赤
色
山
南
徳
寺
」
を

号
し
た
。
棟
札

（焼
失
）
に
は

「
羽
黒
山
能
林
院
快
精
」
の

「欽
言
」

が
記
さ
れ
、
後
の
天
保
二
年

（
一
人
三

一
）
の
同
堂
再
建
棟
札

（焼

失
）
に
お
い
て
も
ま
た
、
「
羽
黒
山
寂
光
寺
能
林
院
珍
倣
」
に
よ
る

「謹
言
」
が
記
さ
れ
て
お
り
、
信
仰
形
態
が
構
築
さ
れ
て
い
く
中
で
羽
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黒
修
験
が
深
く
関
わ

っ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
出
来

る
。
南
徳
寺
の
別
当
職
に
あ

っ
た
常
法
院
も
羽
黒
修
験
と
考
え
て
よ

い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
現
在
同
神
社
に
隣
接
す
る
観
音
堂

（旧
社
殿
）
内
に
安
置

さ
れ
る
木
造
聖
観
音
菩
薩
坐
像
は
、
明
治
九
年

（
一
八
七
六
）
の
寺

社
取
替
ま
で
当
境
内
の
本
尊
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
左
手

に
未
敷
蓮
華
を
持
ち
こ
れ
に
右
手
を
添
え
る
手
制
や
、
着
衣
に
柄
衣

を
纏
う
点
は
羽
黒
山
正
善
院
黄
金
堂
蔵
の
中
央
三
躯
像
に
近
似
し
て

い
る
。
ま
た
、
本
体
背
面
に
は

「
仏
師
羽
黒
山
…
寺
…
願
主
南
泉
坊

時
元
和
元
年
亥
八
月
古
Ｈ
」
↑
‐
は
不
明
文
字
）
と
の
銘
が
あ
り
、
聖

観
音
を
本
地
と
す
る
羽
黒
山
と
当
村
の
関
わ
り
を
よ
り
鮮
明
に
示
す

も
の
と
い
え
よ
う
。

神
門
建
立
は
天
保
三
年

（
一
人
三
二
）
で
、
観
音
堂
再
建
と
ほ
ぼ

時
を
同
じ
く
す
る
。
明
治
初
期
の
明
細
帳
に
よ
れ
ば
、
桁
行
三
間
半
、

梁
間

一
間
半
と
の
こ
と
で
、
現
在
の
平
面
図
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
も

の
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
神
門
と
い
う
呼
称
は
、
棟
札

に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
造
立
当
初
か
ら
の
も
の
で
あ

っ
た
よ
う

で
あ
る
。
仏
閣
の
門
、
ま
し
て
仁
王
像
安
置
を
日
的
と
し
た
門
で
あ

「細
工
人
」
に
依
頼
し
、
板
彫
と
い
う
特
異
な
表
現
で
あ
ら
わ
し
た
の

か
が
明
ら
か
に
な
る
可
能
性
は
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

五
　
最
後
に

本
像
は
、
希
少
性
、
特
異
性
、
形
状
的
特
徴
か
ら
も
充
分
に
文
化

財
的
な
価
値
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
、
当
地
域
に
お
い
て

造
像
さ
れ
た
と
い
う
墨
書
銘
が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
庄
内
町

の
歴
史
的
な
遺
産
と
し
て
も
意
義
深
い
。
こ
の
こ
と
は
、
近
年
整
理

の
必
要
性
が
求
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
江
戸
時
代
の
地
方
彫
刻
史
の
研
究

に
お
い
て
も
、
重
要
な
位
置
を
得
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
皇
大
神

社
が
創
立
よ
り
羽
黒
山
と
強
い
関
わ
り
を
も
ち
な
が
ら
信
仰
形
態
を

構
築
し
て
き
た
こ
と
は
、
本
像
の
特
殊
な
造
形
や
造
立
背
景
に
影
響

を
与
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
本
像
は
本
調
査
を
受
け
平
成
二
十
五
年
七
月
庄
内
町
指
定

文
化
財
と
な

っ
た
。
現
在
、
平
成
二
十
六
年
七
月
末
の
完
成
を
目
指

し
、
修
理
施
工
中
で
あ
る
。
現
状
で
は
、
構
成
す
る
部
材
の
ほ
と
ん

ど
が
遊
離

・
脱
落
し
て
お
り
、
本
像
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る

「自
立
」

が
不
可
能
な
状
況
に
あ
る
た
め
こ
れ
を
改
善
し
、
ま
た
欠
失
し
た
箇

る
な
ら
ば
、
「山
門
」
や

「仁
王
門
」
と
呼
称
す
る
こ
と
が
自
然
の
よ

う
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
本
尊
に
対
す
る
捉
え
方
が
色
濃
く
影
響

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
前
述
の
通
り
、
本
尊
は
柄
衣
を
着
す
聖

観
音
像
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
例
は
正
善
院
黄
金
堂
の
み
な
ら
ず
、

南
陽
市
宮
内
熊
野
大
社
蔵
熊
野
三
山
本
地
仏
像
中
尊
像
や
宮
城
県
名

取
市
高
舘
那
智
神
社
所
蔵
の
鏡
像
、
御
正
外
群
に
も
見
ら
れ
、
い
わ

ば
神
仏
混
滑
の
特
徴
を
端
的
に
示
し
て
い
る
姿
と
い
え
る
。
す
な
わ

ち
南
野
村
で
は
当
時
、
仏
と
神
が

一
体
と
な

っ
て
祀
ら
れ
て
い
る
観

音
堂
を
先
に
見
据
え
て
建
立
し
た
門
を

「神
門
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
は
、

何
る
不
自
然
を
感
ず
る
こ
と
は
な
か

っ
た
の
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し

て
も
当
村
の
信
仰
形
態
の
独
自
性
が
垣
間
見
え
る
。

そ
も
そ
も
、
仁
Ｉ
像
の
浩
一立
は
天
保
十
三
年

（
一
八
四
二
）
と
神

門
完
成
か
ら
十
年
近
く
経
過
し
て
か
い
で
あ
り
、
門
自
体
の
建
立
目

的
が
、
仁
王
像
安
置
で
あ

っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
点
は
今
後
考
察
す

る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
墨
書
銘
を
見
て
も
、
観
音
堂
再
建
お
よ
び

神
門
建
立
の
棟
札
に
は
あ

っ
た
羽
黒
山
関
係
の
記
載
が
仁
王
像
銘
に

は
無
く
、
内
容
も
ご
く
簡
素
な
印
象
を
受
け
る
。
こ
う
し
た
造
立
背

景
の
考
察
を
進
め
る
中
で
、
何
故
本
像
の
制
作
を
仏
師
で
は
な
い

所
は
す
べ
て
新
補
作
業
を
行
い
、
形
状
を
復
す
る
予
定
で
あ
る
。
こ

う
し
た
工
程
の
中
で
、
新
た
に
得
ら
れ
る
知
見
も
あ
ろ
う
。
そ
れ
は

次
の
機
会
に
記
し
た
い
。

か
つ
て
明
治
期
の
神
仏
分
離
の
煽
り
を
受
け
、
永
ら
く
人
目
に
触

れ
る
こ
と
も
無
く
、
つ
い
先
ご
ろ
ま
で
は
そ
の
存
在
さ
え
認
知
さ
れ

る
こ
と
の
無
か

っ
た
本
像
で
は
あ
る
が
、
来
る
平
成
二
十
六
年
に
開

村
四
百
年
祭
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
今

一
度
そ
の
存
在
価
値
に
つ
い

て
再
考
、
再
評
価
さ
れ
る
こ
と
は
大
変
意
義
深
い
。
同
地
区
の
更
な

る
発
展
に
資
す
る
道
筋
を
模
索
す
る

一
助
に
な
る
こ
と
を
願
う
。
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